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▲雪景色の日野誕生院
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　◇教務所長挨拶
　◇公聴会
　◇新役員
　◇特集　「日野誕生院の由縁」
　◇Ｎｅｗｓ＆活動情報
　◇予報・インフォメーション 　

日
野
誕
生
院
の
由
縁

　
　
　
　

 （
５
頁
～
７
頁
）　

慶
讃
法
要
特
集
①

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年

立
教
開
宗
８
０
０
年



(2)   2022( 令和 4）年 7月 15 日

　

山
下
義
円
僧
侶
宗
会
議
員
（
奥
組
浄
福
寺
）
が
５
月
21
日
、
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
72
歳
で
し
た
。
ご
生
前
の
ご
苦
労
を
偲
び
、
謹
ん

で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
「
経
歴
＝
宗
会
議
員
在
職
期
間
３
期
10
年
。
副
総
務
（
平
成
24
年
12

　

月
20
日
～
平
成
26
年
７
月
８
日
）。
宗
門
伝
灯
奉
告
法
要
警
備
救
護

　

本
部
長
並
び
に
誘
導
整
理
本
部
長
（
平
成
29
年
３
月
３
日
～
７
月

　

１
日
）。
総
務
（
平
成
30
年
４
月
５
日
～
令
和
１
年
11
月
１
日
）」

就
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
岡
嵜
秀
恵
　
教
務
所
長

　

　

４
月
１
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
備
後

教
区
教
務
所
長
、
本
願
寺
備
後
教
堂
主

管
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

前
任
の
宗
派
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
部
長
を
経
て
、
こ
の
た
び
御
地
に

ご
縁
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
有
難
く
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
誠
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅

学
菲
才
の
身
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
教
区

並
び
に
教
堂
の
護
持
発
展
と
ご
法
義
繁

盛
の
た
め
、
職
責
を
全
う
す
べ
く
微
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

本
年
は
、「
本
願
寺
備
後
教
堂
寺
号

公
称
50
周
年
」
の
節
目
の
年
を
迎
え
、

11
月
30
日
に
は
記
念
法
要
を
教
堂
報
恩

講
法
要
に
併
せ
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
宗
門
で
は
、
明
年
３
月
29
日
か

ら
５
月
21
日
ま
で
の
５
期
30
日
間
に
わ

た
り
、「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・

立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
」
が
本

山
・
西
本
願
寺
に
て
厳
修
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
備
後
教
区
に
お
い
て
は
、
同
年

10
月
に
同
慶
讃
法
要
が
予
定
さ
れ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な

時
期
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
職
務
の

重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
う
え
は
、
専
如
ご
門
主
様
の
ご

消
息
の
お
心
を
体
し
、
慶
讃
法
要
の
趣

意
書
及
び
趣
意
・
付
帯
事
項
を
踏
ま
え
、

「
ご
縁
を
慶
び
、
お
念
仏
と
と
も
に
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
備
後
教
区
の

皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
ご
法
要
の
円

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
節
目
と
な
る
ご
法
要

を
機
縁
と
し
て
、
備
後
教
区
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」

に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
特
段
の
ご
教
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

　

り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
行

事
開
催
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
中
で
は
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
教
区
内
有
縁
の
皆
様

よ
り
多
大
な
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
誠
に
有
難
く
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
立
教
開

宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
も
近
づ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
度
の
法
要
を
機
縁
と
し

て
、
備
後
の
地
に
益
々
お
念
仏
の
輪
が

広
ま
り
ま
す
こ
と
念
じ
つ
つ
、
退
職
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

退 

任 

挨 

拶

　
　
　   

水
上
義
乗
　
前
教
務
所
長

　　　　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
で
備
後
教

区
教
務
所
長
・
備
後
教
堂
主
管
を
退
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

備
後
教
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
二
年

間
、
長
い
よ
う
で
短
い
在
任
期
間
で
あ

山
下
義
円 

宗
会
議
員
ご
逝
去
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１
．「
新
た
に
め
ざ
す
持
続
可
能
な  

　
　

宗
務
組
織
を
構
築
す
る
た
め
の

　
　

具
体
策
」

　

令
和
２
年
、
外
部
専
門
機
関
に
よ

る
財
務
調
査
で
、
宗
門
の
経
常
予
算

は
常
態
的
に
支
出
が
超
過
す
る
な
か

で
、
特
別
会
計
か
ら
の
補
填
に
て
収

支
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
き
た
が
、

現
状
の
ま
ま
業
務
を
継
続
す
る
と
仮

定
し
た
場
合
、
近
い
将
来
に
は
特
別

会
計
の
資
金
も
枯
渇
し
て
し
ま
う
と

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

宗
門
で
は
、
段
階
的
な
予
算
規
模

縮
小
を
も
っ
て
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の

正
常
化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
央
組

織
の
職
制
変
更
を
見
据
え
た
合
理
的

か
つ
ス
リ
ム
な
人
事
配
置
を
行
い
、

今
後
３
割
減
を
目
標
と
し
た
段
階
的

な
人
員
規
模
の
縮
小
を
図
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
な
か
で
、
宗
務
の
質
を

維
持
す
る
総
合
的
人
事
施
策
や
、
教

務
所
長
権
限
と
責
任
領
域
の
拡
大
、

願
記
手
続
き
の
簡
略
化
や
Ｄ
Ｘ
推
進

等
、
短
期
・
中
期
的
具
体
策
が
説
明

さ
れ
た
。

　

意
見
聴
取
で
は
、
本
年
度
か
ら
配

置
さ
れ
た
兼
務
教
務
所
長
に
つ
い

て
、
ま
た
中
央
宗
務
機
関
と
地
方
宗

務
機
関
の
人
事
交
流
な
ど
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
が
あ
が
っ

た
。

２
．「
賦
課
基
準
の
見
直
し
に
つ
い

　
　

て(

第
２
次
答
申)

」

　

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
12
月
４

日
、
宗
門
財
政
構
想
委
員
会
よ
り
提

出
さ
れ
た
「
賦
課
基
準
の
見
直
し
に

つ
い
て
（
第
２
次
答
申
）」
の
内
容

が
説
明
さ
れ
、
参
加
者
・
視
聴
者
よ

り
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。
２
０
１
９

年
６
月
18
日
の
中
間
答
申
に
て
、
護

持
口
数
や
門
徒
戸
数
に
代
わ
る
新
た

な
指
数
や
寺
院
収
入
額
に
応
じ
た
賦

課
等
、
新
た
な
賦
課
制
度
の
方
向
性

が
示
さ
れ
、
こ
の
度
の
第
２
次
答
申

で
は
、
賦
課
基
準
の
ひ
と
つ
に
護
持

口
数
や
門
徒
戸
数
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
、
寺
院
の
収
入
額
（
収
支
計
算

書
又
は
決
算
書
を
も
と
と
す
る
「
寺

院
収
入
報
告
書
」）
よ
り
一
定
率
に

て
算
出
し
た
額
へ
の
賦
課
が
提
言
さ

れ
て
い
る
。

　

意
見
聴
取
で
は
、
収
入
額
へ
の
賦

課
に
対
す
る
肯
定
的
な
意
見
や
、
そ

の
反
対
に
支
出
額
は
考
慮
し
な
い
収

入
額
の
み
の
報
告
に
対
す
る
疑
問
や

報
告
さ
れ
る
収
入
額
の
正
確
性
等
、

参
加
者
か
ら
は
様
々
な
意
見
が
あ

各法人からの県庁への書類提出期限は
                                             7 月 31 日 です。
　広島県の寺院     （電話 082-228-2111）
 　〒 730-0011　広島市中区基町 10-52　
  　　　広島県庁内　環境県民局　学事課
　岡山県の寺院     （電話 086-224-2111）
　 〒 700-8570　岡山市北区内山下 2-4-6
         　岡山県庁内　総務部　総務学事課
未提出の場合、10 万円以下の過料処罰金が
発生します。お忘れなきようご留意下さい。

  2022（令和 4）年度

公聴会
令
和
４
年
度
公
聴
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
度
の

公
聴
会
は
、
会
場
の
密
を
避
け
、

参
加
機
会
を
増
や
す
た
め
、
２
回

開
催
と
な
り
、
且
つ
自
宅
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
、
ま
た
期
間
中

の
公
聴
会
説
明
動
画
配
信
の
視
聴

な
ど
、
多
く
の
方
か
ら
意
見
提
言

を
伺
う
べ
く
開
催
さ
れ
た
。

が
っ
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
度
の
公
聴
会
で
の

意
見
聴
取
を
も
と
に
総
局
案
が
作
成

さ
れ
、
各
種
関
係
会
議
等
で
の
意
見

聴
取
を
行
っ
た
の
ち
、
常
務
委
員
会

で
の
議
決
を
経
て
、
令
和
６
年
４
月

よ
り
新
た
な
賦
課
基
準
の
施
行
と
な

る
予
定
だ
。
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実
践
運
動
教
区
委
員
会

委
員
長

教
務
所
長　
　
　
　
　

岡
嵜　

秀
恵

副
委
員
長

御
調
西
組　

順
勝
寺　

田
坂　
　

潤

芦　

田
組　

明
浄
寺　

立
神　

義
昭

中
央
委
員

三　

谿
組　

立
泉
寺　

一
條　

博
堂

常
任
委
員

備
中
里
組　

專
教
寺　

佐
々
木
龍
生

鴨　

川
組　

霊
厳
寺　

龍
華　
　

直

沼
隈
西
組　

西
明
寺　

赤
柴　

証
悟

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

杉
原　

静
子

三　

谿
組　

法
専
寺　

近
藤　

映
子

三　

谿
組　

照
善
坊　

福
間　

真
也

比　

婆
組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

三　

次
組　

東
光
坊　

坂
原　

英
見

御
調
西
組　

憲
徳
寺　

安
棟　

信
雄

委　

員

備
中
里
組　

蓮
乗
寺　

田
井　

智
彦

中　
　

組　

西
明
寺　

実
相
由
紀
子

奥　
　

組　

泉
瀧
寺　

大
塚　

裕
玄

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

大
智

深　

津
組　

崇
興
寺　

麻
生　

敏
弘

鴨　

川
組　

霊
厳
寺　

龍
華　

佳
穂

鴨
川
北
組　

寶
泉
寺　

佐
藤　

秀
信

沼
隈
南
組　

西
光
寺　

箱
田　

義
信

沼
隈
南
組　

南
光
坊　

季
平　

芳
道

芦　

田
組　

光
圓
寺　

小
倉　

哲
明

神　

石
組　

光
徳
寺　

椙　
　

英
俊

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

願
生

御
調
東
組　

大
通
寺　

神
田　

敏
行

御
調
西
組　

光
德
寺　

藤
田　

徹
信

世　

羅
組　

了
安
寺　

阿
部　

司
苑

世　

羅
組　

照
光
寺　

脇
本　

寿
真

実
践
運
動
教
区
事
業
推
進
委
員
会

会　

長

教
務
所
長　
　
　
　
　

岡
嵜　

秀
恵

副
会
長

奥　
　

組　

増
福
寺　

藤
本　

直
樹

三　

次
組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

〈
同
朋
社
会
部
会
〉

備
中
里
組　

地
福
寺　

髙
橋　

了
融

備
中
里
組　

專
教
寺　

佐
々
木
龍
生

中　
　

組　

香
積
寺　

河
本　

光
行

奥　
　

組　

泉
瀧
寺　

大
塚　

裕
玄

鴨　

川
組　

福
泉
坊　

季
平　

芳
照

鴨　

川
組　

霊
厳
寺　

龍
華　
　

直

鴨
川
北
組　

光
明
寺　

吉
岡　

玲
子

鴨
川
北
組　

寶
泉
寺　

佐
藤　

秀
信

沼
隈
西
組　

萬
福
寺　

松
林　

英
水

三　

谿
組　

明
覺
寺　

高
下　

静
夫

比　

婆
組　

西
念
寺　

栗
原　

尚
道

比　

婆
組　

西
楽
寺　

千
代
丸
一
明

三　

次
組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

三　

次
組　

東
光
坊　

坂
原　

英
見

御
調
東
組　

尊
光
寺　

武
田　

大
俊

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

芳
照

世　

羅
組　

光
永
寺　

毛
利　

慶
典

世　

羅
組　

西
教
寺　

曾
我　

憲
真

〈
門
信
徒
部
会
〉

備
中
里
組　

正
専
寺　

田
口　

竹
子

中　
　

組　

光
栄
寺　

佐
藤　

知
水

奥　
　

組　

増
福
寺　

藤
本　

直
樹

深　

津
組　

光
行
寺　

苅
屋　

光
影

深　

津
組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

沼
隈
西
組　

西
明
寺　

赤
柴　

証
悟

沼
隈
西
組　

淨
泉
坊　

桜
田　

淑
子

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

杉
原　

静
子

沼
隈
南
組　

南
光
坊　

季
平　

芳
道

芦　

田
組　

西
圓
寺　

平
田　

良
雄

三　

谿
組　

照
善
坊　

福
間　

真
也

比　

婆
組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

比　

婆
組　

勝
光
寺　

渡
邉　

信
樹

三　

次
組　

常
順
寺　

高
樋　

法
明

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

願
生

御
調
東
組　

法
光
寺　

國
本　

泰
行

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

御
調
西
組　

憲
徳
寺　

安
棟　

信
雄

〈
広
報
伝
道
部
会
〉

中　
　

組　

辻
之
坊　

杉
原　

顯
正

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

深　

津
組　

光
圓
寺　

平
山　

智
正

鴨　

川
組　

浄
光
寺　

小
林　

朋
行

鴨
川
北
組　

圓
福
寺　

三
條　

義
見

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

河
村　

祐
昭

沼
隈
西
組　

大
東
坊　

那
須　

智
雄

芦　

田
組　

明
浄
寺　

立
神　

義
昭

芦　

田
組　

光
明
寺　

千
葉　

隆
誓

芦　

田
組　

慶
照
寺　

田
坂　

英
尊

神　

石
組　

金
藏
寺　

杉
原　

秀
晃

三　

次
組　

專
正
寺　

深
水　

顕
真

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

御
調
東
組　

永
正
寺　

柿
原　

興
乗

世　

羅
組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

世　

羅
組　

照
明
寺　

菅　
　

治
隆

世　

羅
組　

善
行
寺　

真
澄　

慎
一

布
教
団

団　

長

教
務
所
長　
　
　
　
　

岡
嵜　

秀
恵

副
団
長

備
中
里
組　

蓮
乗
寺　

田
井　

智
彦

深　

津
組　

光
圓
寺　

平
山　

智
正

三　

次
組　

善
照
寺　

安
部　

惠
証

委
員

中　
　

組　

光
栄
寺　

佐
藤　

知
水

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

鴨　

川
組　

正
覺
寺　

竹
政　

信
至

鴨
川
北
組　

圓
福
寺　

三
條　

義
見

沼
隈
西
組　

大
東
坊　

那
須　

智
雄

沼
隈
南
組　

善
正
寺　

那
須　

英
信

芦　

田
組　

西
法
寺　

亀
山　

照
枝

神　

石
組　

法
泉
寺　

川
上　

順
之

三　

谿
組　

善
徳
寺　

長
谷
川
憲
章

比　

婆
組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

三　

次
組　

源
光
寺　

福
間　

玄
猷

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

博
昭

御
調
西
組　

梅
林
寺　

髙
橋　

格
昭

世　

羅
組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

寺
族
婦
人
会
連
盟

委
員
長

鴨　

川
組　

霊
厳
寺　

龍
華　

佳
穂

副
委
員
長

中    　

組　

光
栄
寺　

佐
藤　

千
早

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

紀
子

会　

計

三　

次
組　

専
正
寺　

深
水　

美
樹

委　

員

備
中
里
組　

高
運
寺　

塩
田　

洋
子

奥　
　

組　

西
福
寺　

野
口　

公
子

深　

津
組　

光
行
寺　

苅
屋
真
紀
子

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

和
美

鴨　

川
組　

福
泉
寺　

児
玉　

幸
子

鴨
川
北
組　

光
明
寺　

吉
岡　

洋
子

沼
隈
西
組　

善
性
寺　

藤
原　

典
子

沼
隈
西
組　

正
藏
坊　

藤
原　

裕
子

沼
隈
南
組　

宝
光
寺　

明
石
美
那
子

芦　

田
組　

西
法
寺　

亀
山　

照
枝

神　

石
組　

光
德
寺　

椙　

  

真
美

三　

谿
組　

善
徳
寺　

長
谷
川
さ
と
み

比　

婆
組　

勝
光
寺　

渡
邉　

由
美

比　

婆
組　

光
縁
寺　

渡
辺　

京
子

三　

次
組　

高
輪
寺　

吉
田 

ユ
キ
エ

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平
い
づ
み

御
調
東
組　

円
龍
寺　

池
上　

典
子

世　

羅
組　

正
満
寺　

島
津　

智
子

世　

羅
組　

浄
楽
寺　

栗
原　

倫
子

門
徒
推
進
員
世
話
人
会

代　

表

御
調
西
組　

憲
徳
寺　

安
棟　

信
雄

副
代
表

備
中
里
組　

正
専
寺　

田
口　

竹
子

御
調
東
組　

法
光
寺　

國
本　

泰
行

会　

計

三　

谿
組　

明
覺
寺　

高
下　

静
夫

監　

査

中　
　

組　

香
積
寺　

河
本　

光
行

芦　

田
組　

西
圓
寺　

平
田　

良
雄

世
話
人

奥　
　

組　

浄
福
寺　

西
家　

昭
二

鴨　

川
組　

正
福
寺　

河
崎
美
智
子

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

杉
原　

静
子

神　

石
組　

泉
正
寺　

小
林　

元
治

比　

婆
組　

妙
延
寺　

竹
岡　

要

三　

次
組　

西
善
寺　

岩
崎　

照
行

世　

羅
組　

正
満
寺　

平
田　

淳
治

新
役
員
の
紹
介
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親
鸞
聖
人
の
誕
生
は
未
詳
で
あ
る
。

　

京
都
の
ど
こ
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た

の
か
、
本
格
的
な
調
査
・
考
証
が
さ
れ

た
の
は
江
戸
時
代
の
後
半
で
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
覚
如
や
存
覚
の
時
代
に

は
示
寂
し
た
命
日
は
知
ら
れ
て
い
て
も

誕
生
日
は
不
明
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

宝
永
３
年

1706
に
真
宗
高
田
派
の
普
門

が
著
し
た
『
絵
伝
撮
要
』
で
「
承
安
三

癸
巳
四
月
朔
日
ニ
誕
生
」
と
い
う
説
が

あ
ら
わ
れ
た
の
が
宗
祖
の
誕
生
日
に
関

す
る
初
見
と
い
う
。
典
拠
は
親
鸞
門
弟

の
順
信
が
記
し
た
『
下
野
ノ
縁
記
』
と

示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
は
現
存
し

て
い
な
い
た
め
信
憑
性
は
乏
し
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
４
月
１
日
誕
生
説
は

高
田
派
良
空
の
『
親
鸞
聖
人
正
統
伝
』

（
1717

刊
）
に
採
用
さ
れ
、
こ
れ
が
広
く

読
ま
れ
た
こ
と
で
一
般
認
識
と
し
て
定

着
し
た
。
正
統
伝
に
描
か
れ
る
親
鸞
伝

は
「
伝
説
の
親
鸞
」
と
い
う
べ
き
姿
で

あ
る
が
、
こ
の
影
響
も
あ
っ
て
各
地
で

親
鸞
伝
や
絵
伝
が
刊
行
さ
れ
、
な
か
に

は
史
実
に
基
づ
か
な
い
談
義
本
や
偽
板

（
海
賊
版
） 

も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
本
願
寺
派
の
玄
智
は
同
派
に

史
伝
の
見
る
べ
き
も
の
無
き
を
嘆
き
、

明
和
二
年
（

1765

）
に
『
七
祖
伝
』、
安

永
八
年

1779
に
『
宗
祖
覚
如
蓮
如
の
三
師

伝
』
を
刊
行
し
た
が
、
や
が
て
本
願
寺

よ
り
実
録
編
纂
の
命
を
う
け
て
天
明
４

年
1784
に
『
本
願
寺
通
記
』
を
刊
行
。

　

巻
一
の
宗
祖
聖
人
の
伝
に
は
「
父
は

大
進
日
野
有
範
、
母
は
某
氏　

註
に
一

云
源
氏
と
あ
る
。
承
安
３
年
４
月
１
日

を
以
て
生
る
」
と
、
註
に
「
順
信
の
記

に
出
ず
」
と
い
い
、
本
山
も
高
田
派
の

４
月
１
日
説
を
採
用
し
た
よ
う
だ
。

日野誕生院の由縁
　

▶
親
鸞
幼
少
の
絵
像（
日
野
誕
生
院
蔵
）

▲日野の法
ほっかい

界寺
じ

（写真は国宝　阿弥陀堂）
　　※法界寺には、親鸞の父・有範の祖父（宗光）の
　　　兄弟（実光）の日野家系譜が伝わっていた

　

　

日ひ

の野
誕た

ん
じ
ょ
う
い
ん

生
院
。
こ
こ
は
宗

祖
親
鸞
聖
人
の
誕
生
地
と
し

て
当
時
の
建
築
様
式
で
建
て

ら
れ
た
本
願
寺
飛
地
境
内
で

あ
る
。
江
戸
時
代
の
旅
ブ
ー

ム
が
起
こ
っ
た
と
き
、
真
宗

関
係
で
は
蓮
如
、
二
十
四
輩
の
旧
跡
地
を
中
心

に
め
ぐ
る
人
が
出
た
が
、
宗
祖
の
旧
跡
は
未
詳

が
多
か
っ
た
と
い
う
。
誕
生
８
５
０
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
日
野
誕
生
院
を
特
集
し
た
。 

（
敬

称
略
）（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
員
）

　
聖
人
御
降
誕
地
由
縁

　

そ
れ
で
は
、
親
鸞
聖
人
誕
生
の
地
で

あ
る
日
野
誕
生
院
は
、
い
つ
か
ら
人
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？　

　

玄
智
が
『
非
正
統
伝
』
を
刊
行
し
て
、

正
統
伝
の
批
判
な
ど
考
証
も
行
わ
れ
て

い
た
一
方
で
、
三
業
惑
乱
と
呼
ば
れ
た

異
安
心
問
題
も
お
こ
っ
た
。

　

19
代
本
如
宗
主
は
文
化
三
年

1806
に
御

裁
断
を
示
し
十
年
に
及
ぶ
騒
動
が
決
着

さ
れ
た
が
、
こ
の
文
化
年
間
（

1804
～

1818
）

に
本
如
の
命
で
誕
生
地
を
調
査
さ
せ
た

の
が
日
野
誕
生
院
の
始
ま
り
だ
。

　

調
査
を
し
た
の
は
長
州
・
常
元
寺
の

聞
歓
と
い
う
学
僧
だ
。考
証
を
重
ね
て
、

そ
の
成
果
を
『
聖
人
御
降
誕
地
由
縁
』

に
ま
と
め
て
本
願
寺
に
提
出
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
宗
主
も
宗
祖
誕
生
地
と

認
め
ら
れ
た
こ
と
で
注
目
を
集
め
た
。

　

由
縁
に
よ
れ
ば
「
山
城
国
宇
治
郡
、

山
科
の
南
に
日
野
の
里
」
と
称
さ
れ
る

日
野
家
伝
領
地
が
あ
り
、
日
野
家
氏
寺

で
あ
る
法
界
寺
（
真
言
宗
）
に
聖
人
誕

生
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
、
日
野
家
系
図

や
歴
代
宗
主
の
関
与
な
ど
も
手
が
か
り

と
し
て
考
証
を
重
ね
た
よ
う
だ
。

 　

▶ 『
聖
人
御
降
誕
地
由
縁
』

　
　
　
（
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
）

親
鸞
の
誕
生
は
未
詳
、
本
願
寺
に
史
伝
・
旧
跡
が
無
き
と
嘆
か
れ
て
い
た



(6)   2022( 令和 4）年 7月 15 日

と
っ
て
貴
重
で
、
未
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
史
伝
や
伝
承
の
宝
庫
で
あ
っ
た
。

   

顕
彰
活
動
と
堂
宇
建
立

　

宗
祖
の
誕
生
地
は
、 
日
野
家
別
邸
の

御
殿
跡
、
内
裏
の
芝
と
称
さ
れ
て
い
た

た
が
、
広
如
宗
主
の
頃
に
そ
れ
ら
法
界

寺
境
内
地
の
一
部
と
法
宝
物
を
本
願
寺

が
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
誕
生
地
を
顕
彰
す
る
運
動
が
起

り
、
降
誕
会
の
前
身
と
い
え
る
誕
生
会

も
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

真
宗
の
尼
で
あ
り
俳
人
と
し
て
著
名

な
田
上
菊
舎
も
、
聞
歓
か
ら
「
宇
治
郡

日
野
郷
は
、
聖
人
ご
誕
生
の
地
で
産
湯

の
井
戸
も
あ
り
な
が
ら
堂
宇
が
な
い
。」

と
聞
き
お
よ
び
、
顕
彰
活
動
と
手
助
け

に
力
を
注
い
だ
。
菊
舎
は
堂
宇
建
立
資

金
の
一
雫
に
な
れ
ば
と
書
画
の
筆
を
と

り
、
お
よ
そ
一
年
半
の
間
に
屏
風
６
枚

に
書
画
六
百
数
十
枚
を
聞
歓
に
送
り
、

頒
布
さ
れ
た
代
価
（
画
料
）
は
本
願
寺

に
寄
付
さ
れ
た
。

　

菊
舎
の
没
後
、
文
政
11
年

1828
９
月
に

一
宇
建
立
さ
れ
て
有
範
堂
と
名
づ
け
ら

◀
下
図
の
拡
大
と
『
由
縁
』
の
説
明
　
　
　
◀
誕
生
院
設
立
前
の
法
界
寺
周
辺
絵
図
（
常
元
寺
蔵
）　

※
地
名
は
加
筆

坊
中

弁
天

産
湯
井

茶
店

黄
檗
道

御
別
殿

称
名
寺

御
成
御
殿

本
堂
跡

阿
弥
陀
堂

集
会
所

春
日
森

重
衛
塔

御
誕
生
地

御
廟
所

菅
尾
社

方
丈
石

山
王

鐘
楼

れ
た
、
或
い
は
関
係
の
宝
物
を
お
さ
め

た
の
で
宝
物
堂
と
も
呼
ば
れ
た
。

　

そ
の
後
お
堂
は
経
緯
あ
っ
て
再
び
法

界
寺
に
寄
付
す
る
形
と
し
て
い
た
が
、

旧
跡
の
維
持
は
困
難
だ
っ
た
よ
う
で
、

文
久
２
年

1862
に
「
日
野
誕
生
講
」
が
結

ば
れ
る
な
ど
崇
敬
と
護
持
は
真
宗
門
徒

が
担
う
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

明
治
に
な
っ
て
明
如
宗
主
は
こ
こ
を

正
式
に
譲
り
受
け
て
整
備
を
す
す
め
、

本
願
寺
「
日
野
別
堂
」
と
公
称
し
た
。

　

立
教
開
宗
七
百
年
を
記
念
し
て
境
内

整
備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
６
年

1931
に
落

成
し
た
と
き
に
「
日
野
誕
生
院
」
と
改

め
て
名
称
を
定
め
た
。

     
日
野
有
範
の
伝
承

　

現
在
の
誕
生
院
か
ら
東
に
、
日
野
家

の
廟
所
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
。

　
『
降
誕
地
由
縁
』
に
よ
れ
ば
、
こ
こ

に
親
鸞
の
父
・
日
野
有
範
の
墓
が
あ
り
、

藤
原
内
麻
呂
と
そ
の
嫡
男
の
真
夏
（
こ

の
地
を
賜
っ
た
日
野
家
の
祖
）
が
三
骨

一
廟
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

有
範
の
傍
に
は
親
鸞
と
母
・
吉
光
女

の
分
骨
も
あ
る
と
さ
れ
、
史
実
か
ど
う

か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
有
範
は
「
安

元
二
丑
（

1176
）
５
月
18
日
卒
去
」
と
、「
吉

光
禅
尼
治
承
四
（

1180
）
５
月
21
日
未
詳
」

と
石
に
銘
さ
れ
、
親
鸞
４
歳
で
父
、
８

歳
の
と
き
に
母
と
別
れ
た
と
い
う
伝
説

に
符
号
す
る
形
と
な
る
。

　

更
に
は
親
鸞
伯
父
の
日
野
範
綱
や
、

覚
信
尼
の
夫
で
覚
如
祖
父
の
日
野
広
綱

も
、こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
法
界
寺
に
日
野
有
範
の
木
像
や

親
鸞
幼
少
の
絵
像
が
伝
来
さ
れ
て
お

り
、
付
随
す
る
伝
承
も
多
か
っ
た
。

（
例
え
ば
養
和
元
年
３

月
15
日
に
親
鸞
が
出

家
得
度
し
た
等
、
稚

児
影
像
経
緯
な
ど
）

　

浄
土
真
宗
の
流
れ

を
汲
み
、
宗
祖
の
み

跡
を
敬
慕
す
る
者
に

宗
祖
降
誕
生
地  

流
風
無
量
水

い
く
春
も
絶
え
ぬ

 

う
ぶ
湯
の 

流
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

長
門
菊
舎

　
　
▶
井
戸
近
く
に
は
菊きく
し
ゃ舎

の
句
碑
が
あ
る

　
▶
有
範
の
木
像
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山口教区　厚狭西組
　 常元寺 11 世 
       速満坊   僧糠    聞

もんかん

歓　   
　   賜　光壽閣　 﨟満 　
   （1785 － 1851.6/9 寂）

　

こ
の
頃
本
山
は
重
大
事
件
が
続
き
、

財
政
的
に
著
し
く
窮
乏
し
て
い
た
事
や

本
如
宗
主
の
示
寂
も
関
係
す
る
の
で
あ

ろ
う
。
聞
歓
は
誕
生
地
の
顕
彰
活
動
の

先
頭
に
立
ち
敏
腕
を
ふ
る
っ
た
。

　
「
内
裏
の
芝
」
百
坪
余
り
の
土
地
を
、

法
界
寺
か
ら
本
願
寺
に
譲
渡
さ
れ
る
よ

う
に
取
次
を
し
た
の
も
彼
で
あ
る
。

　

広
如
宗
主
に
「
日
野
の
里
は
久
し
く

世
に
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
が
、
聞
歓
が

有
志
と
堂
舎
を
設
立
し
、
は
た
の
石
に

も
由
を
記
し
た
」
と
言
わ
し
め
た
。

　

法
界
寺
や
日
野
家
と
の
関
係
も
大
切

に
し
た
よ
う
で
、
当
主
の
日
野
一
位
資

矩
卿
よ
り
文
庫
（
書
籍
を
入
れ
た
箱
）

及
び
自
詠
と
添
翰
が
送
ら
れ
て
い
る
。

　

聞
歓
は
三
室
戸
寺
の
調
査
や
改
革
に

も
携
わ
っ
た
痕
跡
が
伺
わ
れ
る
が
、
他

に
も
興
味
深
い
記
述
が
あ
っ
た
。

   「
文
政
九
戌

1826
よ
り
文
政
十
亥

1827
極
月
、  

銀
四
百
六
拾
八
匁
ニ
シ
テ
金
八
拾
両
」

を
「
御
本
廟
御
借
財
志
？
？
上
納
」。

　

大
谷
本
廟
の
飛
び
地
、
御
荼
毘
所
の

取
得
へ
の
関
与
と
思
わ
れ
る
。

　　
「
親
鸞
聖
人
御
荼
毘
所
延
仁
寺
御
旧
跡
は
２
つ

　

の
異
説
が
あ
っ
た
。
現
在
、
本
願
寺
派
が
所

　

有
し
て
い
る
清
水
の
ほ
と
り
、
ソ
バ
ツ
ボ
の

　

荼
毘
地
は
当
時
、
他
宗
派
の
所
有
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
文
政
十
年
、
長
門
の
門
末
が
そ
の
地

　

を
買
受
け
寄
進
し
た
い
と
申
し
出
て
～
」

　
『
本
願
寺
史
』
に
は
、
長
門
の
者
が

聖
人
の
荼
毘
地
を
買
受
け
て
本
願
寺
に

寄
進
す
る
旨
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、
菊
舎
の
と
き
と
同
様
に
働
き

か
け
や
援
助
を
し
た
の
だ
ろ
う
。

城
州
宇
治
郡
日
野
の
山
陰
は

高
祖
聖
人
降
誕
の
地
な
り　

ひ
さ
し
く
世
に  

し
ら
れ
ざ
り
し
を

さ
い
つ
こ
ろ
よ
り
長
門
国
常
元
寺

聞
歓　

有
志
の
門
葉
と
心
を
合
し

そ
の
地
に
一
宇
を
し
つ
ら
ひ

は
た
石
受
に
も
其
は
し
を
し
る
し
て

我  

大
谷
の
流
れ
あ
る
輩
ハ

い
と
ゞ
渇
仰
の
思
ひ
あ
つ
く

こ
こ
に
詣
で 

佛
法
弘
興
の
濫
觴
を

お
も
ひ
出
る
も 

さ
ハ
な
り  

予
も
つ
た
な
き
言
葉
を
か
き
て

聞
歓
に
あ
た
ふ
こ
と
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
澤

大
御
祖
こ
ゝ
に
む
ま
れ
し
跡
と
め
て

さ
か
へ
を
ミ
す
る　

日
野
の
山
松

 　　広如宗主の御自詠（常元寺蔵）▶

　
聞
歓
と
日
野
誕
生
院

　

誕
生
地
を
調
査
し
た
学
僧
・
聞
歓
の

お
寺
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば「
日
野
御
旧
跡
開
発
」

し
た
の
は
文
政
９
年

1826
７
月
と
い
う
。

ひ
ら
く
よ
り

あ
ふ
（
お
）ぐ 

意
こ
こ
ろ 

ぞ

　
　

猶なほ
そ
ゝ
る

弥
陀
の

　

御
ふ
ミ
の

巻
の
か
ず

く

　
　
　
　

資
矩

　

更
に 

「
御
往
生
院
開
発　

天
保
四
巳

1834

五
月
よ
り
長
安 

山
ノ
内
村
ニ
ア
リ
」

と
い
う
記
録
ま
で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
朱
雀
大
路
（
今
の
千
本
通
）

の
西
を
長
安
と
云
っ
た
こ
と
か
ら
親
鸞

入
滅
地
を
特
定
し
、
角
坊
が
創
設
さ
れ

た
の
は
安
政
四
年

1857
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
聞
歓
は
そ
の
20
年
以
上
前
に

遷
化
地
を
考
証
し
、
開
発
す
る
こ
と
に

関
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
旧
跡
も

久
し
く
荒
廃
し
、
他
宗
の
所
有
地
で

あ
っ
た
も
の
を
本
願
寺
の
所
有
と
な
る

よ
う
に
し
た
場
所
と
い
う
の
で
、
ほ
ぼ

同
じ
経
緯
と
い
え
よ
う
。

　

今
回
、
取
材
を
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
本
願
寺
は
伝
説
や
伝
承
を
排
し
て

史
実
・
典
拠
を
追
及
し
て
き
た
宗
派
と

言
え
る
が
、
あ
る
意
味
で
聞
歓
は
逆
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　

各
地
に
残
る
伝
説
・
伝
承
を
収
集
し

て
考
証
を
重
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
由
緒
の
あ
る
旧
跡
が
寂
れ
て
い
く

現
実
を
見
て
、
本
山
の
た
め
に
動
か
れ

た
僧
侶
だ
っ
た
。
又
、
そ
れ
に
賛
同
し

援
助
し
た
多
く
の
人
々
が
あ
れ
ば
こ
そ

今
の
御
旧
跡
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

▲
聞
歓
は
菊
舎
の
弟
子
で

　

俳
諧
も
嗜
む
。
寺
に
は

　

門
主
や
石
田
敬
起
な
ど

　

交
流
の
あ
っ
た
と
思
し

　

き
人
た
ち
の
詩
な
ど
が

　

多
く
残
さ
れ
て
い
た

　　　　▲「六条御殿  御改革図」　
　天保年間から、本願寺は石田敬起による財政
　改革を行い、諸国から本山へ上納を懇情した。

　
結果、絵の如きおびだたしい献上も始まるが、

　財政再建や機構改革に大きな成果が出た。

　

▶
御
荼
毘
所

　
　
（
大
谷
本
廟
）
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定
期
教
区
会

　

去
る
３
月
18
日
（
金
）、
本
願
寺

備
後
教
堂
に
て
令
和
３
年
度
定
期
教

区
会
が
招
集
さ
れ
、
上
程
議
案
と
な

る
財
務
議
決
議
案
９
件
（
令
和
４
年

度
教
区
各
種
会
計
歳
計
予
算
案
並
び

に
令
和
３
年
度
教
区
各
種
会
計
歳
計

予
算
補
正
案
）、
法
規
議
決
議
案
１

件
が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
の
承
認

を
得
て
可
決
さ
れ
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
現
地
学
習
会

　

去
る
、
３
月
25
日
（
金
）
に
長
島

愛
生
園
を
訪
ね
、「
ハ
ン
セ
ン
病
現

地
学
習
会
」
を
開
催
し
た
。

　

参
加
者
６
名
は
現
地
集
合
し
、
入

所
者
の
方
か
ら
入
所
当
時
の
状
況
や

思
い
な
ど
を
伺
う
と
と
も
に
歴
史
館

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し

教 

区 
会

て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
実
相
に
つ
い
て

学
ぶ
一
日
と
な
っ
た
。

　

後
期
勤
式
研
修
会

　

３
月
28
日
（
月
）
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
度
後
期
勤
式
研
修
会
を
本

願
寺
備
後
教
堂
を
会
場
に
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
、
松
江
長
親
住
職
（
真

宗
大
谷
派
明
圓
寺
、
准
堂
衆
、
修
行

補
）
に
お
越
し
頂
き
、「
真
宗
大
谷

派
の
勤
式
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
頂

い
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

所
作
を
は
じ
め
、
装
束
・
打
物
・
唱

え
ぶ
り
な
ど
多
岐
に
渡
り
ご
教
示
頂

き
、
参
加
者
25
名
に
と
っ
て
有
意
義

な
研
修
会
と
な
っ
た
。

同
朋
社
会
部
会

勤
　
式

　

門
徒
総
代
会

　

去
る
３
月
16
日
（
水
）、「
令
和
３

年
度 

備
後
教
区
門
徒
総
代
会
研
修

会
」
が
ふ
く
や
ま
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ 

小
ホ
ー
ル
に
て

　

仏
壮
総
会
研
修
会

　

去
る
、
４
月
10
日
（
日
）、

「
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度 

備
後

教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
総
会
・
研
修

会
」
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

総 

代 

会

開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
鑑
み
、
午
後

半
日
の
開
催
と
し
、
78
名
が
参
加
し

た
。

　
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年 

立

教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て 

今
後
の
宗
門
の
動

き
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
題
で
、
宇

野
哲
哉
住
職
（
滋
賀
教
区
野
洲
組
覚

明
寺
）
を
講
師
に
迎
え
行
っ
た
。

　

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
お
迎

え
す
る
慶
讃
法
要
に
向
け
て
、
各
寺

院
の
門
徒
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
総
代

と
し
て
、
機
運
向
上
を
目
指
せ
る
よ

う
に
ご
門
主
様
の
ご
消
息
や
趣
意
書

を
参
考
に
講
義
が
行
わ
れ
た
。

仏
　
壮

4
月
（april

）

10
日　

仏
壮
総
会
・
研
修
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

13
日　

仏
婦
総
会
・
幹
部
研
修
会

15
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
役
員
会

20
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

21
日　

教
務
所
長
会
議（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

25
日　

仏
婦
総
連
盟
総
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
　
　

門
徒
推
進
員
世
話
人
会

26
日　

保
育
連
盟
総
会
・
全
体
会

　
　
　

布
教
団
長
・
副
団
長
会
議

27
日　

Ｆ
Ｍ
専
門
委
員
会

28
日　

更
生
保
護
小
理
事
会

5
月
（m

ay

）

10
日　

門
徒
推
進
員
世
話
人
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

布
教
団
役
員
会

13
日　

教
区
報

17
日　

寺
族
青
年
野
球
大
会

18
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

20
日　

Ｉ
Ｔ
専
門
委
員
会

26
日　

寺
婦
役
員
会

27
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

６
月
（june

）

１
日　

教
堂
参
与
会
研
修
旅
行
（
～
２
日
）

３
日　

ビ
ハ
ー
ラ
総
会
・
公
開
講
座

教
区
月
報
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仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
・
幹
部
研
修
会

　

去
る
４
月
13
日
（
水
）、
福
山
芸

術
文
化
ホ
ー
ル
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
小

ホ
ー
ル
に
て
令
和
４
年
度
仏
教
婦
人

会
連
盟
総
会
・
幹
部
研
修
会
を
開
催

し
、
教
区
内
各
地
よ
り
１
０
５
名
が

参
加
し
た
。
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
人
数
制

限
を
設
け
て
の
午
後
半
日
開
催
と

な
っ
た
。

参 

与 

会

仏
　
婦

　

寺
族
婦
人
会
連
盟
総
会
・
研
修
会

　

去
る
６
月
13
日
（
月
）、
本
願
寺

備
後
教
堂
に
て
令
和
４
年
度
寺
族
婦

人
会
連
盟
総
会
研
修
会
を
開
催
し
、

会
員
52
名
が
参
加
し
た
。
総
会
で
は

前
年
度
の
事
業
報
告
及
び
会
計
決
算

報
告
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、
本
年
度

よ
り
２
年
間
の
新
役
員
が
決
定
し

た
。

　

総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
本
願
寺

派
布
教
使
の
田
坂
亜
紀
子
師
（
山
口

教
区
美
和
組
超
専
寺
）
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
ご
講
題
「
生
か
さ
れ
る
、

と
は
」
に
て
お
話
い
た
だ
い
た
。

寺
　
婦

　

参
与
会
研
修
旅
行

　

６
月
１
日
（
水
）
～
２
日
（
木
）

の
２
日
間
、
本
願
寺
備
後
教
堂
参
与

会
研
修
旅
行
を
開
催
し
た
。

　

本
企
画
は
、２
０
２
３
（
令
和
５
）

年
に
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
・

立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
」
を

宗
門
で
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
機

運
向
上
と
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め

る
た
め
実
施
し
た
。

 

研
修
旅
行
は
、
京
都
市
内
に
あ
る

親
鸞
聖
人
ゆ
か
り
の
ご
旧
跡
・
本
願

寺
等
を
巡
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

親
鸞
聖
人
の
御
誕
生
を
喜
ぶ
機
縁
と

な
っ
た
。

症
防
止
に
鑑
み
、
日
程
を
短
縮
し
て

開
催
さ
れ
、
34
名
が
参
加
し
た
。

　

前
半
に
総
会
を
行
い
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
並
び
に
決
算
、
今
年
度
の

事
業
計
画
並
び
に
予
算
の
審
議
を

行
っ
た
。

　

後
半
の
研
修
会
で
は
、
北
山
祐
章

連
盟
講
師
（
沼
隈
南
組
光
源
寺
）
を

お
迎
え
し
、「
吐
く
息 
吸
う
息 

ナ

ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
」
と
い
う
講
題
の
も

と
、
ご
自
身
の
経
験
や
、
お
念
仏
を

称
え
る
行
者
と
し
て
の
振
る
舞
い
、

阿
弥
陀
様
か
ら
の
お
救
い
の
は
た
ら

き
な
ど
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

　

総
会
で
は
昨
年
度
の
事
業
及
び
決

算
報
告
、
本
年
度
の
事
業
計
画
案
並

び
に
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
可
決
さ

れ
た
。

　

幹
部
研
修
会
で
は
、
備
後
教
区
布

教
団
副
団
長
の
田
井
智
彦
住
職
（
備

中
里
組
蓮
乗
寺
）
よ
り
お
取
り
次
ぎ

を
い
た
だ
い
た
。

　

実
践
運
動
教
区
委
員
会
総
会

　

教
区
事
業
推
進
委
員
会
全
体
会

　

去
る
６
月
17
日
（
金
）、
本
願
寺

備
後
教
堂
に
て
実
践
運
動
局
委
員
会

総
会
・
事
業
推
進
委
員
会
全
体
会
を

開
催
し
た
。
ま
ず
各
委
員
会
の
役
職

選
任
を
行
っ
た
の
ち
、
本
年
度
事
業

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。そ
の
後
、

３
部
会
（
同
朋
社
会
部
会
・
門
信
徒

部
会
・
広
報
伝
道
部
会
）
に
分
か
れ

て
の
事
業
確
認
を
行
い
、
最
後
に
全

体
で
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、
こ
こ
２
年
は
中
止
や

実
践
運
動

６
日　

公
聴
会

９
日　

公
聴
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

13
日　

寺
婦
総
会
・
研
修
会

14
日　

公
聴
会
動
画
上
映
会

15
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

17
日　

教
務
所
長
歓
送
迎
会

20
日　

布
教
団
総
会

21
日　

布
教
団
夏
期
布
教
大
会

23
日　

少
年
連
盟
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
指

　
　
　

導
者
研
修
会

24
日　

第
29
真
宗
講
座

25
日　

保
育
連
盟
新
任
補
任
式
研
修
会

27
日　

組
長
会
・
教
区
会
研
修
旅
行
（
～
28
日
）

29
日　

更
生
保
護
理
事
会
・
総
会
・
研
修
会

30
日　

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会
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７
月（july

）

６
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

14
日　

組
長
会

19
日　

第
２
回
人
権
に
関
す
る
連
続
研
修

20
日　

仏
婦
会
員
研
修
会

22
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
や
す
ら
ぎ
講
座

26
日　

中
四
国
ま
こ
と
の
保
育
大
学
講

　
　
　

座（
～
27
日
）

31
日　

仏
壮
夏
期
研
修
会

８
月（august

）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

18
日　

第
29
回
真
宗
講
座

９
月（septm

ber

）

５
日　

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
者
の
つ
ど
い

６
日　

前
期
勤
式
研
修
会

７
日　

第
４
連
区
議
長
・
所
長
・
組
長

　
　
　

代
表
協
議
会

８
日　

少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会

　
　
　
（
ご
縁
づ
く
り
公
開
講
座
併
催
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

21
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

29
日　

第
４
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会

　

予　

報

　

布
教
団
総
会
・
研
修
会

　

６
月
20
日
に
布
教
団
総
会
・
研
修
会

を
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
開
催
し
た
。

　

研
修
会
講
師
に
は
満
井
秀
城
本

願
寺
派
勧
学
（
安
芸
教
区
佐
伯
西

組
西
教
寺
）
に
お
越
し
頂
き
、「
親

鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
・
立
教
開
宗

８
０
０
年
慶
讃
法
要
を
お
迎
え
す
る

に
当
た
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

頂
い
た
。

　

21
日
に
は
お
待
ち
受
け
布
教
大
会

併
修
夏
期
布
教
大
会
を
開
き
、
朝
１

席
目
柿
原
興
乗
団
員
、
２
席
目
真
澄

慎
一
団
員
、
３
席
目
安
部
惠
証
副
団

長
が
出
講
。
昼
席
に
は
１
席
目
福
間

玄
猷
団
員
、
そ
し
て
本
講
師
満
井
秀

城
師
よ
り
ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
。

布 
教 
団

　

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟

　

指
導
者
研
修
会

　

去
る
６
月
23
日
（
木
）、
山
陰
教

区
引
受
に
て
、
令
和
４
年
度 

中
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
研
修
会

が
、
本
願
寺
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
鑑
み
、
午
後

半
日
並
び
に
各
教
区
５
名
迄
と
い
う

制
限
の
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
「
学
校
で
見
つ
け
る
身
近
な
仏
教

の
お
話
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
岩
義
博

師
（
山
陰
教
区 
川
本
組 

法
隆
寺
）

と
、
熊
谷
修
山
師
（
山
陰
教
区 

三

隅
組 

東
福
寺
）
２
名
を
迎
え
講
義

を
受
け
た
。

　

２
名
の
先
生
は
、
実
際
に
学
校
現

場
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
。
学
校

教
育
の
現
在
を
教
わ
る
な
か
で
、
浄

土
真
宗
の
み
教
え
が
今
を
過
ご
す
子

ど
も
達
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
る
か
を
学
ん
だ
。

　

新
任
教
職
員
補
任
式
・
研
修
会

　

去
る
６
月
25
日
（
土
）、
備
後
教

区
保
育
連
盟
主
催
に
て
、
新
任
教
職

員
補
任
式
・
研
修
会
が
行
わ
れ
、
13

名
の
先
生
方
が
受
式
さ
れ
、
補
任
状

が
授
与
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

鑑
み
、
お
勤
め
並
び
に
「
浄
土
真
宗

の
み
教
え
」
の
唱
和
も
、
黙
読
に
て

行
わ
れ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
枝
廣
大
智
師
（
深

津
組
崇
興
寺
）
を
講
師
に
迎
え
、「
阿

弥
陀
様 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
私
と

ご
一
緒
」
と
題
し
、
お
聴
聞
の
時
間

を
い
た
だ
い
た
。
今
を
生
き
る
身
の

上
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
様
が
ど
の
よ

う
に
は
た
ら
い
て
く
だ
さ
る
の
か
、

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
な
が
ら
も
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分
自

身
の
有
り
様
を
、
解
り
や
す
い
言
葉

を
用
い
て
教
示
さ
れ
た
。

少
年
連
盟

保
育
連
盟

規
模
縮
小
な
ど
、
感
染
症
対
策
を
講

じ
た
中
で
行
事
を
開
催
し
て
き
た
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
行
事
開

催
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。
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  [

敬
称
略]

敬
　
　
弔
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

比  

婆  

組　

西
念
寺
様

鴨
川
北
組　

照
専
寺
様

三  

次  

組　

覺
善
寺
様

御
調
西
組　

法
泉
寺
様

沼
隈
南
組　

南
泉
坊
様

　
　
よ
り
香
典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
。

　
　 備

中
里
組　

大
圓
寺　

衆
徒

　
　
　

井
元　

天
晉　
（
１
月
21
日
寂
）

芦  

田  

組　

善
行
寺　

前
坊
守

　
　
　

堤　

正
枝　
　
（
４
月
14
日
寂
）

鴨
川
北
組　

照
専
寺　

前
坊
守

　
　
　

佐
々
木　

静
香（
４
月
20
日
寂
）

御
調
西
組　

法
泉
寺　

前
坊
守

　
　
　

小
島　

冨
貴
子（
５
月
13
日
寂
）

三  

次  

組　

覺
善
寺　

坊
守

　
　
　

常
光　

貞
子　
（
５
月
21
日
寂
）

奥　
　

組　

浄
福
寺　

住
職

　
　
　

山
下　

義
円
（
５
月
21
日
寂
）

沼
隈
南
組　

南
泉
坊　

前
坊
守

　
　
　

岡
部　

ノ
リ
ミ（
６
月
２
日
寂
）

常
例
法
座      （
毎
月
11
日
）

　
　
　
　
　
　

出
講
者(

敬
称
略
）

８
月

　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
い
わ
れ
」

　
　

福
山
市　

崇
興
寺　

枝
廣
大
智

９
月

　
「
わ
ろ
か
ら
ん
に
つ
け
て
も
（
自
分

が
ど
れ
ほ
ど
悪
く
て
も
）、
い
よ
い
よ

願
力
を
仰
ぎ
ま
い
ら
せ
ば
、
自
然
の
こ

と
わ
り
に
て
、
柔
和
忍
辱
の
こ
こ
ろ
も

出
で
く
べ
し
」

　
　

三
次
市　

福
泉
坊　

水
戸
浩
文

　

教
区
会
・
組
長
会
合
同
研
修
旅
行

　

去
る
６
月
27
日
（
月
）
～
28
日

（
火
）、
１
泊
２
日
の
行
程
で
、
教
区

会
・
組
長
会
合
同
で
の
研
修
旅
行
を

開
催
し
、
教
区
会
議
員
６
名
、
組
長

６
名
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
、上
越
市
の
居
多
ヶ
浜
、

見
真
堂
、
本
願
寺
国
府
別
院
、
恵
信

尼
公
ご
廟
所
、
こ
ぶ
し
の
里
恵
信
尼

さ
ま
会
館
を
訪
ね
た
。

　

２
日
目
は
、
長
野
ま
で
移
動
し
、

７
年
に
一
度
の
前
立
本
尊
御
開
帳
が

行
わ
れ
て
い
る
善
光
寺
を
訪
ね
た
。

　

来
年
よ
り
お
迎
え
す
る
親
鸞
聖
人

御
誕
生
８
５
０
年
立
教
開
宗
８
０
０

年
慶
讃
法
要
に
向
け
、
浄
土
真
宗
の

み
教
え
に
出
遇
う
喜
び
を
味
わ
わ
さ

せ
て
い
た
だ
く
研
修
旅
行
と
な
っ
た
。

矯
正
教
化

布 

教 

団

　

備
後
教
区
更
生
保
護
事
業
協
会
総

　

会
・
研
修
会

　

６
月
29
日
（
水
）
に
、
備
後
教
区

更
生
保
護
事
業
協
会
総
会
・
研
修
会

　

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会

　

６
月
30
日
（
木
）、
山
陰
教
区
担

当
に
て
第
４
連
区
布
教
使
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
び
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
状
況
に
鑑
み
オ
ン

ラ
イ
ン
で
第
４
連
区
内
の
各
教
区
教

務
所
を
結
び
、
安
永
雄
玄
師
（
築
地

本
願
寺
宗
務
長
）
よ
り
「
伝
え
る
伝

道
」か
ら「
伝
わ
る
伝
道
へ
」を
テ
ー

マ
に
講
義
を
頂
き
有
意
義
な
研
修
会

と
な
っ
た
。

を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
叙
勲
褒
章
等
の

披
露
も
行
っ
た
。

研
修
会
講
師
に
は
山
田
浩
司
広
島
保

護
観
察
所
長
に
お
越
し
頂
き
、「
更

生
保
護
～
先
駆
か
ら
こ
れ
ま
で
～
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
を
頂
い
た
。

　

ま
た
、
福
山
駐
在
官
事
務
所
よ
り

德
久
幹
之
保
護
観
察
官
に
同
席
い
た

だ
き
、
地
域
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

を
頂
い
た
。

FM77.7MHz

放送時間  
月曜…午後６:10 頃
木曜…午後６:10 頃
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●
発
行
所　

備
後
教
区
教
務
所　
　

〒
７
２
０ｰ

０
０
５
２　

福
山
市
東
町
２ｰ

４ｰ

５　
　

●
発
行
人　

教
務
所
長　

岡
嵜　

秀
恵　
　

●
編
集　

教
区
報
専
門
委
員
会

　

久
方
振
り
に
酒
盃
を
傾

け
た
友
人
が
、
「
呑
み
屋
で

『
冷
や
』
を
注
文
し
た
ら
、

冷
や
し
た
酒
を
持
っ
て
き
お
っ
た
」
と
嘆
い
た
。

湯
呑
み
茶
碗
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
冷
や
と
洒
落
た
小

料
理
屋
が
似
合
う
冷
酒
は
、
彼
の
よ
う
な
通
か
ら

す
れ
ば
似
て
非
な
る
も
の
ら
し
い
。
が
し
か
し
、

傍
か
ら
み
れ
ば
、
「
酔
っ
て
呆
け
ら
れ
る
」
効
能

は
何
ら
変
わ
ら
な
い
▼
従
来
型
の
「
法
座
」
と
「
オ

ン
ラ
イ
ン
法
座
」
も
、
一
見
す
れ
ば
似
て
非
な
る

も
の
で
あ
る
。
対
面
説
教
は
お
め
か
し
し
て
構
え

て
聴
く
一
方
、
モ
ニ
タ
ー
越
し
の
説
教
は
ス
テ
テ

コ
一
丁
で
も
聴
け
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
聴
聞
環

境
は
違
え
ど
、
「
大
悲
の
仏
様
」
の
ご
苦
労
話
を

聞
け
る
と
い
う
効
能
に
差
異
は
な
い
。
要
は
、
時

と
場
合
と
気
分
次
第
で
使
い
分
け
れ
ば
い
い
と
い

う
こ
と
だ
▼
本
山
法
要
の
団
参
割
り
当
て
人
数
の

あ
ま
り
の
少
な
さ
に
驚
愕
し
た
が
、
ま
さ
か
、
オ

ン
ラ
イ
ン
参
拝
の
奨
励
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
る
ま
い
。
自
宅
で
称
え
る
お
念
仏
も
、
御

堂
で
隣
人
の
息
遣
い
を
感
じ
つ
つ
申
す
お
念
仏

も
、
共
に
有
り
難
い
。
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
双
方
に
軸
足
を
下
ろ
し
、
じ
っ
く
り
御
法
を

味
わ
い
た
い
と
思
う
。(

Ｔ
・
Ｔ)

　今回備後教区は開催引き受け担当とし
て、安芸、山口、山陰、四州各教区をお
迎えしてホスト役を務めた。始球式は
新任の岡嵜教務所所長が CARP ○○選手
( 所長地元福井県出身 ) のレプリカユニ

フォーム姿で登場し、見事なピッチングを披露、熱戦の火蓋を切った。
　ここで、ご存知ない方のために加筆するものだが、現在、備龍会野球部は恐らく発足以来最高のチーム力を誇る。立神義昭
監督、一條康洋コーチの指導の下、チームリーダー、若手ルーキー達の成長も目覚ましい。その実力は約 15 年前、藤原善雄
監督の采配により、全国大会準優勝を成し遂げた時代を彷彿させるものである。そして、今回の大会当日はその往年の名選手
( ？ ) たちが他教区の助っ人や塁審、グランド整備
などで協力し、一丸と成って大会運営を支えた。
また、備後教務所職員も陰に日向に携わり、その笑
顔が印象的な 1 日だった。
試合結果は、
1 回戦　備龍会 6-0 山陰 / 四州合同。
2 回戦　安芸 11-1 山口。
3 位決定戦　山陰 / 四州合同 6-5 山口

〈総合成績〉
決勝戦　安芸 7-2 備龍会。
優勝 / 安芸　準優勝 / 備龍会　3 位 / 山陰四州合同　4 位 / 山口
残念ながら、優勝は強豪安芸教区。備龍会野球部は惜しくも準優勝に留まった。しかし、特に第 1 試合ではチームの魅力を存
分に発揮し快勝。
エース山下投手が完投完封勝利。主砲島津のタイムリーヒット。また、久本右翼手、
矢追中堅手らの数年に 1 度レベルの超ファインプレーが連続して飛び出した。足
利選手の左翼 93M フェンス直撃弾も衝撃的だった。しかし、決勝戦では安芸教区
に敗れ、試合巧者のチームに常勝する為の新たな課題も浮き彫りになった。

「立神監督を優勝胴上げし、府中明浄寺にて歓喜のビールかけを！」を合言葉に、
来たる 10 月 6、7 日開催予定の京都全国大会に向け更に練習を重ねる備龍会野球
部に今後ともご期待頂きたい。
最後になりましたが、今回の大会運営にあたり、多数のご懇志を頂戴しました事、
野球部一同感謝を申し上げます。

備龍会野球部　中四国大会準優勝
コロナの影

響で長らく中断を余儀なくされていた、
真宗青年野球中四国大会が３年ぶりに開催され

た。時は５月 17 日 ( 火 )、場所は尾道市
しまなみ球場にて。

『
教
区
報
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
意
見
や

ご
感
想
、
情
報
の
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
区
報
専
門
委
員
会
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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